
春の森林ガイド事業 “萌える新緑の栗駒へ” 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                サラサドウダン（野鳥の森） 

 開催日  ： 平成 19 年 6 月 22 日（金）           

    開催場所 ： 栗駒国定公園（野鳥の森→栗駒山荘→須川湖） 

    参加人数 ： 22 名 

     

萌萌萌えええるるる新新新緑緑緑ののの   

栗栗栗駒駒駒へへへ   

森林ガイドコース 

湯沢支署 

栗駒仙人水 

ビューポイント 

カンキョウ橋 

８：３０  出発 

９：３０  小休憩 

車内から『カンキョウ橋』の説明 

１０：１0  栗駒仙人水を汲む 

野鳥の森 1１：０0  野鳥の森散策 

栗駒山荘 1２：00    室内で高山植物のスライドを見る 

       昼食（タケノコ汁） 

       温泉（自由時間） 

須川湖畔 1４：０0  須川湖畔散策 

湯沢支署 16：00  到着 



カカンンキキョョウウ橋橋  

小仁郷林道の『カンキョウ橋』を見学しました。

日本では、京都議定書で定められた日本のCO2

削減目標６％の約２／３に当たる１､３００万炭

素トンを、森林の吸収によって達成することにな

っています。国有林では、森林がその機能を十分

に発揮するために森林整備を進めています。『カン

キョウ橋』は、森林整備の一環として間伐材の利

用推進のために、間伐材を丸太のまま利用して造

られた橋です。 

現在、湯沢支署管内には６橋設置されており、

そのうちの５橋には地元の小学生が考えた「とき

めき橋」「夢と希望の橋」「大岩橋」「杉の子橋」「そ

よ風橋」という名前が付いています。 

国道 342 号線沿に湧き出ている『栗駒仙人水』を汲み

ました。仙人水は弱酸性で、米をおいしく炊けるそうで

す。 

上:カンキョウ橋。下:資料写真。 

栗栗駒駒仙仙人人水水  

仙人水を汲む

野野鳥鳥のの森森散散策策  

雨に煙る『野鳥の森』を散策しました。森

林ボランティアの方々の案内でイワカガミや

マイヅルソウ、イワハゼなどの高山植物を見

ることができました。 

↑ボランティアの方によるガイドで湿原の木道を歩く参加者→ 
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須川湖 

野鳥の森散策コース 
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コース 

野鳥の森駐車場 → 沢渡り → NO.1 → 林道 → NO.2 → ワタスゲ湿原 → NO.3

→ NO.５ → NO.６ → NO.９ → NO.８ → クロサンショウウオの沼 → NO.６

→ NO.2 → 林道 → 野鳥の森駐車場 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野鳥の森散策後、栗駒山荘内において森林ボラ

ンティアの半田克二郎さんによる『高山植物のス

ライドショー』を見ました。様々な高山植物の写

真とたのしいエピソードに参加者の方々も満足の

様子でした。 

お昼には、『タケ

ノコ汁』を食べまし

た。 

昼食後の自由時

間には、温泉に入り

ました。 

スライドショーの様子

スライドショーを見る参加者の方々 タケノコ汁

栗駒山荘前での記念撮影 

午後は野鳥の森近くの『須川湖』

を散策しました。 

午前中の雨が上がった後に発生し

た濃い霧のため、残念ながら須川湖

の湖面を見ることはできませんでし

たが、とても幻想的な湖畔散策とな

りました。 

霧に煙る須川湖畔

春のガイド事業はあいにくの雨天となって

しまいましたが、多数の方に参加していただき

ました。また、森林ボランティアの半田さん、

山口タエ子さん、姉崎吉和さん、片野恒夫さん

によるたのしいガイドのおかげで充実した企

画になりました。 

 みなさん、ありがとうございました。 

春春ののガガイイドド事事業業をを終終ええてて  

須須川川湖湖畔畔散散策策  

栗栗駒駒山山荘荘  


